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小中学生と乳幼児を結ぶﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成研修
～地域子育て支援の連携を目指して

う存在の意義や重要性とともに、乳幼児やその母
親に対する理解や関心が深まったという感想が多
く見られた。保育を学ぶ学生として、授業での学
びを再確認したり、親子や保育者に実際に接して
より実践的に相手のことを知りたいといった意欲
を高めたりしている様子も窺われた。
 一般の参加者からは、本講座を通じて生命の大
切さや自分も同じように大切にされてきたのだと
いうことを知ってほしいという意見が多数あり、
本講座が学生や子どもたちの成長につながること
に対する強い期待が感じられた。
 また、ロールプレイについても、その難しさを
指摘する一方で、それによって自らの気づきや学
びが得られたことも多く報告されていた。
　母親への影響については、学生・一般参加者と
もに様々な側面からの肯定的な影響が挙
げられ、その内容についても、母親の不安軽減や
孤立防止、子育てに対する楽しさや意欲の向上な
ど、共通するものも多く見られた。
 全体を通して、参加者は自身の学びと社会的意
義の両面から、本講座の実施および参加を肯定的
に捉えていることが示された。さらに、今後もさ
らに学びたいという意見も学生・一般参加者双方
に見られた。
 受講生は、今後関わる小中学生は赤ちゃんと触
れ合うことの楽しさや命の大切さを知り、子ども
を産み育てたいと思う感情が高まり少子化への歯
止めと子どもを見守る地域連携の輪が予想され
る。
　今回、本研修以後も多くの方からの参加希望や
内閣府少子化対策担当企画官や讀賣新聞記者、福

本事業の実施目的は、この講座を受講するこ
とを通して、小・中学生と乳幼児を結ぶファシリ
テーターの役割について学ぶこと、ロールプレイ
を行い自らファシリテーターの役割を体験するこ
とで、自身の学びと社会的意義の両面から、赤
ちゃんとのふれあい事業の果たす効果に気づくこ
とにある。
開催時期は、集合研修を８月３日・２９日、
９月１０日の３回にわたって行い、参加者は延べ
２０７人であった。集合研修の内容は、寺田清美
氏による「ファシリテーターの役割」に関する講
義が１時間行われた後、ロールプレイが１時間行
われた。参加者全員にアンケートを行い、集計分
析した。有料の講座を２回開催する予定であった
が、３回とも無料のフォローアップ講座とした。
１１月２７日、環境福祉学会２０１６年度総
会公開講座においてブースを設け、本事業の成果
をビデオ、ポスターによって発表した。

事業の成果

本集合研修「小・中学生と乳幼児を結ぶファ
シリテーター養成研修事業」は、８月～９月の
３回の研修において、延べ207人が参加した。
内訳は50・60代を中心に幅広い年代層からの
参加者があり、学生は10代が35人、20代が5人
であった。
講座に参加した方からのアンケート結果によ
ると、学生たちからは、ファシリテーターとい
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祉新聞記者からの問い合わせや取材を受けた。
　このことは本事業のテーマや内容が先駆的要
素を含んでおりパイロット性のあることが提示
されたと感じる。

今後の展開

　本集合研修「小・中学生と乳幼児を結ぶファシ
リテーター養成研修」受講終了生に2017年に実
施する小・中学生と乳幼児とのふれあい授業に参
加頂く。
 その経験を活かしてロールプレイなど振り返り
研修会を実施する。また参加者からの意見をまと
めテキストを作成する。
 テキストは参加者や子育て支援者・児童生徒に

成果の広報・公表

　環境福祉学会年次大会（2016年11月）主婦会
館にて本研修事業を展示公開したブースに 内閣
府子ども・子育て本部少子化対策担当企画官吉田
氏が視察に来られたことがきっかけとなり、
2017年地域少子化対策重点推進交付金5.7億円
に「乳幼児との触れ合い体験」が計上され、本事
業の様子が「乳幼児触れ合い体験関連資料」の中
で紹介された（資料参照p３～６）。その資料
は、全国の自治体に配布された。
 佐世保・東広島・神戸・世田谷・他多くの自治
体からも問い合わせをいただいている。本事業の
成果が全国の自治体の子ども関連の部署に広報さ
れたといえる。
 今後は、保育関連学会・環境福祉学会・学術雑
誌に成果を論文としてまとめ、投稿するととも
に、保育所職員や幼保連携認定こども園職員・児
童館職員・子育て支援センター職員等に参考にな
るような講演や研修会を実施し伝えていく。

も活用できるようQ&Aを盛り込み分かりやすい
内容になるよう工夫する。
 また、そのテキストを協力自治体・保育施設・
サロン及び関係者などに配布する。
 今後予定されている保育士やあかちゃんとふれ
あいサポーター対象研修の中で当研究の報告会を
実施する。
 さらに、保育者養成校教員や子育てNPO・サロ
ンスタッフに向けても報告説明会を実施し、地域
拠点子育て支援事業活動のひとつとして、ファシ
リテーターの役割について理解と重要性を広めて
いく。

　


